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　　　の本に高校生の時に出会
　　　い、矢沢永吉という強烈
な個性に参ってしまいました。
あれから30年以上の時が経ち
ましたが、今なお「矢沢」には
10代から還暦を過ぎた男性ま
で熱狂的なファンがいます。
　先日、久しぶりに「矢沢」が
テレビに出演していました。60
代半ばになっても、気持ちは18
歳で広島から夜行列車で上京し

た少年のま
までした。
原点を忘れ
ず、スーパー
スターとし
て今も全力
疾走で輝き
続ける彼の
姿は、悔し

いほどカッコいい。この本に出
会って「成りあがり」という言
葉が大好きになりました。
　「どんなに由緒正しい家系の
立派な紳士でも、先祖がどこか
で成りあがったはずだ。自分に
合った道を見つけて、そこで成
りあがれば良い。だれもがＢＩ
Ｇになれる道を持っていると信
じている」という彼の言葉が胸
を打ちました。
　この本は、教科書を見ただけ

でアクビがでる、本なんか何年
も読んだことがない、矢沢風に
言うと「はぐれているやつ」に
読んでもらいたいです。
　矢沢永吉というスーパース
ターが、どのように生まれて輝
き続けているかを知ることで、
自分自身が少しでも「成りあが
りたい」と思ってくれたらうれ
しいです。
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～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
 『成りあがり 矢沢永吉激論集』（矢沢 永吉著）

今泉 経子さん
〔社会教育課〕

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）
　 klg110@town.kosa.lg.jp

Library Information

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、毎週新刊本

や話題の本など、新しい本

を入荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などがありましたら、お知

らせください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

奇才の画家、若冲（じゃくちゅ

う）が生涯挑んだものとは…。

今年、生誕300年を迎え、ます

ます注目される江戸時代中期に

活躍した画人・伊藤若冲。緻密

すぎる構図や大胆な題材、新た

な手法で周囲を圧倒した天才の

生涯を、当時の京の都の様子や

同時代に活躍した画師たちの人

生も交えつつ、生き生きと描き

出した読み応えのある本です。

文藝春秋

小説

京の都で交錯する絵師たちの運命
澤田 瞳子著 /『若冲』

「古事記」を楽しみながら読める本
学研教育出版編集 /『まんがで読む古事記』

100歳を超えたからこそ見える世界
篠田 桃紅著 /『一〇三歳になってわかったこと』

「100歳を超えても、人生は自分

のものにできる。100歳を超えた

から、見える世界がある。生きて

いる限り、人生は未完成」。

今も第一線で活躍する美術家・篠

田桃紅が、時には優しく、時には

厳しく、人生の生き方、楽しみ方

を伝授します。独身を貫き、自由

に仕事をしてきた著者の自然体で

ありながら背筋の伸びた言葉が深

く静かに心に届きます。

幻冬舎

教養・娯楽

豪華客船、病院船、復員船、そ

してふたたび豪華客船に姿を変

えた船「氷川丸」。戦前、戦中、

戦後と85年にわたる波乱で多

難の航跡を貴重な写真と資料と

ともにまとめ、平和な時代を生

きる現代人に改めて平和である

ことの意義を問いかける１冊。

2015年夏公開の話題の長編ア

ニメーション映画「氷川丸もの

がたり」の原作本です。

かまくら春秋社

一般書

いくつもの荒波を越えた船の航跡
伊藤 玄二郎著 /『氷川丸ものがたり』

マンガに描き下ろされた天の岩

屋戸、ヤマタノオロチ、因幡の

白ウサギ、ヤマトタケルなど日

本の神話。ストーリーがとても

分かりやすく補足解説したコラ

ムもあり、楽しみながら「古事

記」の世界を知ることができる

ので初めて読む人に最適です。

ほかにも、源氏物語、南総里見

八犬伝などシリーズ全８巻あり、

中高生や大人にもおすすめです。
学研教育出版

児童書

音楽への夢を抱いた少年が、今では
スーパースター・矢沢永吉に。永ちゃ
んが駆け上がった壮絶なスターへの道
のりを描いた「成り上がり」の本。

今月の案内人
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Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）
　 klg110@town.kosa.lg.jp

　
６
月
23
日
（
火
）
浅
井
公
民

館
で
、
出
前
講
座
「
熱
中
症
に

つ
い
て
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
町
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
・
藤
本
佑
子
保
健
師
か

ら
、
熱
中
症
予
防
に
対
す
る
工

夫
や
注
意
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
藤
本
保
健
師
は
「
熱
中
症
予

防
は
こ
ま
め
な
水
分
補
給
が
大

事
で
あ
り
、
成
人
の
場
合
、
１

日
の
食
事
に
含
ま
れ
る
水
分
以

外
に
約
１
，
０
０
０
㍉
㍑
を
摂

取
す
る
の
が
目
安
で
す
。
朝
食

や
水
分
を
取
ら
ず
、
寝
不
足
や

体
調
が
悪
い
状
態
で
暑
い
と
こ

ろ
で
の
長
時
間
の
活
動
に
は
注

意
が
必
要
で
す
」
と
熱
弁
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
症
状
が
現

れ
た
と
き
は
体
が
動
か
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

１
人
で
畑
仕
事
に
行
く
と
き
は

近
所
の
人
に
一
言
告
げ
て
お
く

こ
と
も
大
事
」
と
の
意
見
も
出

て
ほ
か
の
参
加
者
も
そ
の
意
見

に
大
き
く
う
な
ず
き
ま
し
た
。

　

7
月
20
日
（
月
）
町
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
公
民
館

主
催
講
座
「
ワ
ー
キ
ン
グ
世
代

の
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
森
田
光
樹
子
さ
ん

（
岩
下
1
区
）
の
指
導
の
下
、

「
米
粉
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
」
作

り
に
参
加
者
16
人
が
挑
戦
し
ま

し
た
。

　
各
班
に
分
か
れ
て
シ
ュ
ー
ク

リ
ー
ム
の
皮
を
練
り
上
げ
オ
ー

ブ
ン
で
焼
き
上
げ
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
に
個
性
あ
る
形
の
シ
ュ
ー

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
調
理
後
に
は
、
夏
野
菜
の
パ

ス
タ
と
一
緒
に
出
来
立
て
の

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
を
試
食
。
受

講
生
は
「
今
日
は
上
手
く
出
来

な
か
っ
た
の
で
、
次
は
家
で
リ

ベ
ン
ジ
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

「
熱
中
症
に
つ
い
て
」

▼

公
民
館
出
前
講
座
・
浅
井
区

「
ワ
ー
キ
ン
グ
世
代
の
講
座
」

▼
公
民
館
主
催
講
座

▲これからの季節に多発する熱
中症について学ぶ受講生

▲米粉入りシュークリームと夏
野菜パスタを試食する参加者

▲

公民館主催講座

　「子ども講座」のご案内

　町公民館では、公民館主催講座

「子ども講座」を次のとおり開催

します。

　

●日時　８月20日（木）午前10

時～正午

●場所　町生涯学習センター

●内容　紙粘土を使ってスイーツ

やキャラクターを作製

●受講料　無料

●準備する物　

　作りたいスイーツやキャラク　

　ターの絵や写真

　

●お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

●町学校人権教育部会

６月18日（木）「新規採用者お
よび転入教職員研修会」を開催
　６月18日（木）町民センターで、

甲佐町学校人権教育部会「新規採用

者および転入教職員研修会」が開催

されました。

　同研修会は、甲佐町人権教育推進

協議会が同和問題をはじめ、あらゆ

る人権問題の解決に向け、すべての

教職員の基本的認識を図り、本町に

おける人権教育の充実と発展に努め

ることを目的に開催するものです。

　研修会では、今年甲佐中学校に転

入した先生たちがグループ討議を実

施。「差別は人の心の奥底に根強く

ある」、「自分の差別意識にハッとさ

せらせた」などの意見が出て、研修

の最後には、「甲佐で同和問題につ

いて学び、すべての出会いを大切に

したい」という思いを強めました。

　参加者からは「同和問題に関して

分からなかったことが質問できて勉

強になりました」、「もっと話を聞く

機会を増やして同和問題について理

解を深めたいです」と、同和問題に

対する自身の思いを変えようとする

積極的な意思が見られました。

　同和問題について素直に積極的に

学び自分を磨く先生たちの気持ちは

子どもたちへのより良い教育につな

がります。

　

●人権に関するお問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）
　 klg110@town.kosa.lg.jp


